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被
申
立
国
が
７
æ
の
規
定
に
従
っ
て
仲
裁
裁
判
所
の
再
招
集
を
要
請
し
た
場
合
に
は
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
そ
の
要

請
が
受
領
さ
れ
た
日
の
後
十
五
日
以
内
に
再
招
集
さ
れ
る
も
の
と
し
、
そ
の
再
招
集
の
日
の
後
四
十
五
日
以
内
に
申

立
国
が
適
用
す
べ
き
停
止
の
妥
当
な
程
度
に
つ
い
て
の
決
定
を
含
む
裁
定
を
下
す
。

９

被
申
立
国
が
７
ç
の
規
定
に
従
っ
て
仲
裁
裁
判
所
の
再
招
集
を
要
請
し
た
場
合
に
は
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
前
条
３

か
ら
８
ま
で
の
規
定
を
準
用
し
て
、
再
招
集
さ
れ
、
裁
定
を
下
す
。
ま
た
、
再
招
集
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
は
、
被
申

立
国
が
第
十
九
・
十
三
条
１
の
規
定
を
実
施
し
て
い
な
い
旨
の
認
定
を
行
う
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要

請
に
基
づ
き
、
譲
許
そ
の
他
の
義
務
に
関
し
適
用
中
の
停
止
の
程
度
が
依
然
と
し
て
妥
当
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
停
止
の
程
度
が
妥
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
停
止
の
妥
当
な
程
度
に

つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

10

こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
再
招
集
さ
れ
る
仲
裁
裁
判
所
の
付
託
事
項
、
任
務
及
び
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
・

七
条
、
第
十
九
・
八
条
（
ç
の
規
定
を
除
く
。）、
第
十
九
・
九
条
（
６
の
規
定
を
除
く
。）、
第
十
九
・
十
条
、
第
十

九
・
十
一
条
（
３
の
規
定
を
除
く
。）及
び
第
十
九
・
十
二
条
（
２
、
３
及
び
６
の
規
定
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す

る
。

第
十
九
・
十
六
条

手
続
規
則

１

合
同
委
員
会
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
、
手
続
規
則
（
指
標
と
な
る
日
程
及
び
行
動
規
範
を
含
む
。）を

採
択
す
る
。
当
該
手
続
規
則
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
仲
裁
裁
判
所
の
規
則
及
び
手
続
の
詳
細

を
定
め
る
。

２

両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
合
同
委
員
会
が
採
択
す
る
手
続
規
則
に

従
う
も
の
と
し
、
両
締
約
国
と
協
議
の
上
、
当
該
手
続
規
則
に
反
し
な
い
追
加
的
な
手
続
規
則
を
採
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

第
十
九
・
十
四
条
又
は
前
条
の
規
定
に
従
っ
て
仲
裁
裁
判
所
が
再
招
集
さ
れ
る
場
合
に
は
、
再
招
集
さ
れ
た
仲
裁

裁
判
所
は
、
両
締
約
国
と
協
議
の
上
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
合
同
委
員
会
が
採
択
す
る
手
続
規
則
を
適
当
と
認
め
る

範
囲
で
参
照
し
つ
つ
、
再
招
集
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
の
手
続
の
た
め
の
手
続
規
則
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
・
十
七
条

期
間
、
規
則
及
び
手
続
の
修
正

こ
の
章
に
定
め
る
仲
裁
裁
判
所
に
係
る
期
間
そ
の
他
の
規
則
及
び
手
続
（
前
条
に
規
定
す
る
合
同
委
員
会
が
採
択
す

る
手
続
規
則
を
含
む
。）は
、
特
定
の
紛
争
に
関
し
、
当
該
特
定
の
紛
争
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
に
よ
っ
て

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
両
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
修
正
に
同
意
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

第
十
九
・
十
八
条

費
用

両
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仲
裁
人
の
報
酬
を
含
む
仲
裁
裁
判
所
の
費
用
は
、
両
締
約
国

が
均
等
に
負
担
す
る
。

第
二
十
章

最
終
規
定

第
二
十
・
一
条

目
次
及
び
見
出
し

こ
の
協
定
の
目
次
並
び
に
こ
の
協
定
中
の
章
、
節
及
び
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
二
十
・
二
条

附
属
書
及
び
注
釈

こ
の
協
定
の
附
属
書
及
び
注
釈
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
・
三
条

改
正

１

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

そ
の
改
正
は
、
両
締
約
国
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
両

締
約
国
が
合
意
し
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
・
四
条

効
力
発
生

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
通
告
す
る
外
交

上
の
公
文
を
両
締
約
国
政
府
が
交
換
す
る
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
協
定
は
、
第
二
十
・
六
条

の
規
定
に
基
づ
い
て
終
了
し
な
い
限
り
、
効
力
を
有
す
る
。

第
二
十
・
五
条

一
般
的
な
見
直
し

両
締
約
国
は
、
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
見
直

し
を
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
六
年
目
の
年
又
は
両
締
約
国
が
合
意
す
る
と
き
に
行
う
。

第
二
十
・
六
条

終
了

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
一
年
前
に
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
・
七
条

正
文

１

こ
の
協
定
は
、
日
本
語
及
び
英
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
属
書
一
（
第
二
・
四
条
（
関
税
の
撤
廃
又
は
引
下
げ
）
の
規
定
に
関
す
る
表
）
第

二
編
、
附
属
書
六
（
第
九
・
七
条
１
及
び
第
十
四
・
十
条
１
の
規
定
に
関
す
る
適
合
し
な
い
措
置
）
第
一
編
、
附
属

書
七
（
第
九
・
七
条
２
及
び
第
十
四
・
十
条
２
の
規
定
に
関
す
る
適
合
し
な
い
措
置
）
第
一
編
、
附
属
書
十
（
自
然

人
の
移
動
に
関
す
る
特
定
の
約
束
）
第
一
編
及
び
附
属
書
十
三
（
政
府
調
達
）
第
一
編
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
み
に

よ
り
作
成
さ
れ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
四
年
七
月
八
日
に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
、
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
の
た
め
に

安
倍
晋
三

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
た
め
に

ト
ニ
ー
・
ア
ボ
ッ
ト

附
属
書
一
（
第
二
章
（
物
品
の
貿
易
）
関
係
）

第
二
・
四
条
（
関
税
の
撤
廃
又
は
引
下
げ
）
の
規
定
に
関
す

る
表

第
一
編

一
般
的
注
釈

１

こ
の
附
属
書
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
附
属
書
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
関
税
の
撤
廃
又
は
引

下
げ
に
つ
い
て
は
、
従
価
税
の
場
合
に
は
、
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
（
〇
・
〇

五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。）、
従
量
税
の
場
合
に
は
、
各
締
約
国
の
公
式
貨
幣
単
位
の
〇
・

〇
一
未
満
の
端
数
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
（
〇
・
〇
〇
五
は
、
〇
・
〇
一
と
す
る
。）。

２

こ
の
附
属
書
に
お
け
る
記
載
は
、二
千
十
二
年
一
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
統
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、「
基
準
税
率
」
と
は
、
各
締
約
国
の
表
の
３
欄
に
定
め
る
税
率
で
あ
っ
て
、
関
税
の
撤
廃

又
は
引
下
げ
の
開
始
点
と
な
る
も
の
を
い
う
。

４

関
税
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
規
定
を
適
用
す
る
。

æ

一
年
目
の
引
下
げ
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
行
う
。

ç

そ
の
後
の
毎
年
の
引
下
げ
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
行
う
。

５

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、「
年
」
と
は
、
一
年
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
い
、
そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
年
の
四
月
一
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の

期
間
を
い
う
。

（
第
二
編
は
、
英
語
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
こ
の
附
属
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。）

第
三
編

第
一
節

日
本
国
の
表
に
つ
い
て
の
注
釈

１

第
二
・
四
条
（
物
品
の
貿
易
e

関
税
の
撤
廃
又
は
引
下
げ
）
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
次
節
（
日
本
国
の

表
）
の
表
の
２
欄
に
掲
げ
る
品
目
に
つ
い
て
、
表
の
４
欄
に
掲
げ
る
次
の
区
分
を
適
用
す
る
。

æ

表
の
４
欄
に
「
Ａ
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
撤
廃
し
、
当
該
原

産
品
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
無
税
と
す
る
。
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